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発表要旨
【目的】

大阪市における梅毒の発生動向を分析し、必要な取り組みを検討する。

【調査内容】
　平成22年～平成27年（1月～11月）に大阪市内で感染症法に基づき届出のあった梅毒について分析した。
【結果】
　大阪市における性別、年次別梅毒届出数の推移を図に示す。平成27年における届出数は215例であり、感染経路別は性的接触が201例（93.5%、内訳：同性間84例（39.1％）、異性間101例（47.0％）、不明16例（7.4％））、不明14例（6.5％）であった。感染地域は大阪市内119例（55.4％）、大阪市外96例（44.6％）であった。
男性における感染経路別は性的接触が148例（92.6%、内訳：同性間84例（52.5％）、異性間54例33.8％）、不明10例（6.3％））、不明12例（7.4％）であった。病型別では早期顕症梅毒（Ⅰ期）52例（32.5％）、早期顕症梅毒（Ⅱ期）54例（33.8％）、晩期顕症梅毒5例（3.1％）、無症候49例（30.6％）であった。女性における感染経路別は性的接触が53例（96.4%、内訳：異性間47例（85.5％）、不明6例（10.9％））、不明2例（3.6％）であった。病型別では早期顕症梅毒（Ⅰ期）13例（23.6％）、早期顕症梅毒（Ⅱ期）15例（27.3％）、無症候27例（49.1％）であった。
【考察】
　男性は、届出割合の約7割を占め、同性間性的接触による感染が多いものの、異性間性的接触が約3割を占めており、また有症状の割合が高かった。女性は届出数および割合が増加し、無症候の割合が高かった。感染地域は大阪市外が約半数を占めた。
【取り組み】
現在、梅毒の発生動向、症状、検査、治療に関する情報提供や梅毒検査の実施、検査結果説明資料にパートナーへ検査を勧める文言の記載を行っている。今後は、他自治体との連携や、男性とセックスする男性への広報に加え、女性や梅毒陽性者のパートナー向け資材の作成を検討していきたい。
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図　性別、年次別梅毒届出数の推移
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